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世界 W2 では、C 繊維と痛みのその対応関係が成立していないかもしれないからである。し
たがって、キムが口を酸っぱくして主張していたように、物理主義にとっては、WSV は意味
がない。 
しかし、WSV よりも強く、SSV よりは弱い、中間の強さの SV が存在するだろう。そして、
これこそが＜偶然的真理としての物理主義＞という、われわれの主張である。それは、ある
可能世界でのみ成立する（必然性をもたない）のでもなく、あらゆる可能世界で成立する（無
条件の必然性をもつ）のでもない。われわれの自然法則がそうであるように、それは、ある
範囲の可能世界群で成立するがゆえに、弱い必然性、法則的な必然性、したがって＜偶然的
な必然性＞しかもたない。われわれの主張は、現実世界とはそのような「中間の強さの SV」
が成り立つ可能世界群に属する一つの可能世界である、というものに他ならない。そして、
SV が真に根源的関係なら、こうした SVがなぜしかじかの範囲の可能世界群で成立するのか
については、もはや還元的説明は存在しない。 
したがって、以上から、＜偶然的真理としての物理主義＞が、心身に関する性質二元論的
物理主義を含意することが帰結する。というのも、心身の SV 関係がたかだか一定の範囲の
可能世界群でしか成立しないのであれば、「実はそれら心身の二性質は同一であった」とい
う可能性は排除されるからである。つまり、当の範囲外のどこかの可能世界では、心身の SV
関係は崩れており、したがって両者は同一の性質ではありえない。 
そこで、心身の関係に関して、可能世界の概略図をここで描いてみよう。もちろん、これ
は、極端に簡略化した要素だけで描いた一種の図式である。まず、あらゆる可能世界から成
る論理空間の中を、次のような可能世界群が棲み分けている。 
(A)実体一元論と性質一元論が成
り立つ可能世界群。例えば、それ
は、物理的な個体と物理的な性質
のみが存在する可能世界群であ
る。 ここでは、いわゆる還元的物
理主義が成立し、いかなる心的個
体（と思われるもの）も実は何ら
かの物理的個体と同一であり、い
かなる心的性質（と思われるもの）
も実は何らかの自然な物理的性
質と同一である。(B)実体一元論
と性質二元論が成り立つ可能世 
界群。それらの世界では、例えば、いかなる心的個体も物理的個体と同一であるが、いかな
る心的性質も自然な物理的性質と同一ではない。ここでは非還元的物理主義が成立し、これ
らの可能世界の中に現実世界も含まれる、というのがわれわれの主張である。(C)実体二元
論と性質二元論が成り立つ可能世界群。デカルトが考えたように、これらの世界では、例え
ば霊的実体や思惟実体がいかなる物理的個体（延長実体）とも同一ではないものとして存在
し、かつ、いかなる心的性質も自然な物理的性質と同一ではない 。この図はたぶん紙面で
は判読しにくいと思われるので、ぜひ拙論「感情のクオリアと可能世界」（『感情とクオリア
の謎』所収、昭和堂、長滝・柴田・美濃共編、2008、p.30）の図を参照願いたい。もしくは、
柴田の研究関連 web サイト：http://siva.w3.kanazawa-u.ac.jp/（「柴田の業績」）の中で、
同論文に当たられたい。 
さて、それでは、このような＜偶然的真理としての物理主義＞、すなわち非還元的物理主
義が現実世界に妥当するかどうかは今後の議論に委ねるとして、一体、哲学は何を明らかに
しようとするのだろうか？ 私の考えでは、哲学的考察の任務は、すべての科学の真理と、
すべての経験と、すべての常識を可能な限り最大限整合的に説明することである。つまり哲
学は、現実世界がいかなる可能世界であるかについての、最も合理的で、最も整合的な説明
をわれわれに提供しようとするものである。 
